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[事案 27-68]契約無効請求  

・平成 28年 3月 16日 裁定終了 

＜事案の概要＞ 

契約時、募集人から、銀行金利よりも有利と言われて個人年金保険の申込みをしたが、途中

解約の場合、解約返戻金が既払込保険料より少なくなることは知らなかったことなどを理由に、

契約の無効および既払込保険料の返還を求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

 平成 26 年 2月に契約した個人年金保険について、以下の理由により、本契約を無効とし、

既払込保険料を返してほしい。 

(1)契約時、募集人から、銀行金利よりも有利と言われて申し込んだが、途中解約の場合、解

約返戻金が既払込保険料より少なくなることは全く知らなかった。 

(2)契約時に、募集人から、心臓が悪いと診断された場合に保険金が支払われると言われたが、

その後、心臓の検査に行くことを伝えたところ、手術をしないと支払われないと言われた。 

(3)契約前に、募集人に心臓の検診で引っかかっていることや刺青のことを告げている。 

＜保険会社の主張＞ 

 以下等の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)解約払戻金について、募集人は、複数回、設計書を提示したうえで説明し、申込時にも提

案書を提示して説明している。 

(2)募集人は、急性心筋梗塞については「所定の状態が 60日以上継続したとき」または「治療

のための手術をしたとき」に保険金が支払われると説明した。 

(3)募集人は、申立人が検診で心臓の再検査が必要との指摘を受けたということを聞いていな

い。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、申立人および募集人に対し

て、募集人の説明内容に不適切な点があったかどうかなど契約時の状況を把握するため事情聴

取を行った。 

2.裁定結果 

上記手続の結果、解約返戻金の額および急性心筋梗塞に関する保障について、募集人が設計

書の表示に明確に反する説明を行ったとまでは認められないこと、心臓の検診で引っかかって

いることや刺青について申立人が募集人に告げたことに関しても直ちに申立人の主張を認め

ることはできないこと、その他保険会社に指摘すべき特段の個別事情も見出せないことから、

和解による解決の見込みがないと判断して、業務規程第 37条にもとづき手続を終了した。 

 

 

 

 

 


